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社会人として、人権意識をもった大人の立ち振る舞いを身につけよう

国連NGO横浜国際人権センターの活動に
ご賛同いただいたGOLFアパレルブランドZOYが
オレンジハートリボン運動を支援する
チャリティーゴルフ大会を開催

5月に入り、新社会人も会社に慣れてきた頃だと思います。社会人になると身につけなければならないのがマナーとエチケ
ットです。このマナーとエチケットは人権意識と深く関わっています。マナーとエチケットには、「人を不快にさせない」
「人に迷惑をかけない」「人に心配りをする」という意味合いがあります。つまり、マナーもエチケットも人を思いやる人
権意識がなければできないのです。

最近、行政機関にてポケットに手を入れたまま人の話を聞いたり挨拶する場面を見かけまし
た。ポケットに手を入れている行為そのものは、直接誰かに迷惑をかけているわけではありま
せん。しかし、相手がどのように感じるかが問題なのです。そこに人権意識が問われます。一
般的にその行為は威張っていて見下されている感じがします。つまり、人を不快な気持ちにさ
せる行為として失礼なのです。特に目上の人に対しては大変失礼な行為となります。

同じように、マスクを着用したまま話しをする場合も気をつけなくてはなりません。ビジネス
マナーでは「マスクをしたまま営業や商談で話をすることは、帽子をかぶったままでいるのと
同じくらい失礼」と言われています。マスクを顎に引っ掛けて対応する場合も同じです。もち
ろん、やむを得ない場合もあります。そのときには「花粉症でマスクをしたまま失礼します」
の一言が必要です。それも人権意識です。

このような行為は、友だちと居るときなら問題ありませんが、公の場になればなるほど、その人の
人権意識が疑われます。社会人は、会社や行政の看板を背負っています。誰が見ているかわかりま
せん。だらしない格好も同じです。社会人として「挨拶」「表情」「身だしなみ」に気をつけ、人
権意識を持った大人の立ち振る舞いを身に付けたいものです。

昨年に引き続き、第5回目となるチャリティーゴルフを開催し
ます。アパレルブランドのZOYCUPにて、チャリティーを実
施。国連NGO横浜国際人権センターのオレンジハートリボン
運動を支援するゴルフ大会です。
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第3回チャリティーゴルフ

history of Charity Golf
昨年度行われたチャリティーゴルフを紹介します。

2015年6月29日、富士桜カントリー倶楽部
にて、WFP支援チャリティーゴルフを開催しま
した。テーマは「飢餓のない世界を目指して」。
クラブハウスにて人権啓発パネル展も同時開
催。集まった寄付金約50万円を、国連WFP協
会に贈らせていただきました。

第4回チャリティーゴルフ
2015年10月18日、花咲カントリー倶楽部
にて、チャリティーゴルフを開催しました。テー
マは「命の大切さを伝え、いじめをなくし、思い
やりのある社会に」。一人でも多くの方に人間
の基本となる人権意識に気がついてもらうた
めのチャリティーゴルフです。


